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“執行方針を問う〟6議員が質問　④

・教育行政など5議員が一般質問に登壇　⑥～⑩



平成11年度

各
会
計
予
算
を
可
決

一
般
会
計
予
算
は
9
0
億
5
百
万
円

3月定例会は3月4日から19日の

会期で開催され、新年度の執行方針

と予算や条例などを審議しました。

予
算
特
別
委
員
会

で
集
中
審
議

平
成
1
1
年
度
各
会
計
予
算
案

は
3
月
5
日
に
上
程
さ
れ
、
議

長
を
除
く
1
9
名
の
議
員
で
構
成

す
る
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置

し
て
、
4
日
間
集
中
審
議
し
ま

し
た
。新

年
度
予
算
は
ご
み
焼
却
施

設
建
設
完
了
な
ど
に
よ
り
、
前

年
度
よ
り
2
・
3
％
減
の
一
般

会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計

あ
わ
せ
て
総
額
約
1
3
7
億
5
千
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
一
般
会
計
は
9
0
億

5
百
万
円
で
、
主
な
予
算
は
西

小
学
校
改
築
工
事
、
日
の
出
オ

ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
新
設
工
事
、

東
町
公
営
住
宅
新
築
工
事
な
ど

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
で
は
江
花
地
区
簡
易
水
道

の
布
設
工
事
、
病
院
事
業
会
計

で
は
療
養
型
病
床
群
の
導
入
に

伴
う
経
費
な
ど
が
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。

予
算
特
別
委
員
会
は
3
月
1
2

・

1

5

・

1

6

・

1

7

日

の

4

日

間

開

催
さ
れ
、
町
の
財
政
状
況
や
各

事
業
の
内
容
な
ど
7
会
計
予
算

に
つ
い
て
質
疑
を
行
い
、
一
般

会
計
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
に
つ
い
て
は
賛
成
、
反
対
の

立
場
で
そ
れ
ぞ
れ
討
論
を
行
う

な
ど
、
審
査
意
見
を
付
け
て
い

ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
し
ま
し

た
。

主な予算
①西小学校改築工事179,476千円

②日の出公園新設工事143,0100千円

③東町公営住宅新築工事　471,D79千円

㊥江花地区簡易水道事業　374,324千円

⑤療養型病床群導入に伴う経費　54,818千円

■平成11年度各会計予算のあらまし（干円：％）

会　 計　 別 予　 算　 額 前 年 比

一　 般　 会　 計 9 0億 5 0 0 万 0 ▲　 6 . 5

国民健康保険特別会 計 8億 66 4 6 万 4 ▲ 1 7 , 0

老 人保 健特別会計 1 1億 9 0 3 5 万 9 ▲　 2 .4

公共下水道事業特別会 計 7億 5 9 3 3 万 0 2 6 . 7

簡易水道事業特別会 計 4億 7 54 1万 8 6 8 9 . 5

病 院 事 業 会 計 12億 2 4 9 万 2 6 .4

水 道 事 業 会 計 2億 5 9 7 0 万 1 ▲　 3 5 .3

合　　　　 計 13 7億 5 8 7 6 万 4 ▲　 2 .3



討論
反対

財政全般に対する
見直しが必要。

財
政
危
機
を
口
実
と
し
た
公

共
料
金
の
引
き
上
げ
や
、
職
員

数
の
削
減
な
ど
住
民
サ
ー
ビ
ス

を
切
り
捨
て
る
政
策
を
行
っ
て

き
て
い
る
。

こ
の
原
因
は
住
民
で
も
職
員

で
も
な
く
き
ち
ん
と
し
た
優
先

順
位
を
決
め
な
い
で
、
福
祉
や

暮
ら
し
な
ど
住
民
生
活
に
密
着

し
た
政
策
を
と
っ
て
こ
な
っ
か

た
の
が
原
因
と
考
え
る
。

こ
の
予
算
案
を
み
て
も
公
共

事
業
の
見
直
し
、
生
活
密
着
型

の
予
算
を
増
や
す
よ
う
な
政
策

を
組
ん
で
い
な
い
。

中
で
も
日
の
出
公
園
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
関
連
事
業
な
ど
を
含
め
て

多
額
な
予
算
が
組
ま
れ
て
お
り
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
多
く
の
町
民

か
ら
批
判
が
あ
り
、
住
民
生
活

に
必
要
不
可
欠
な
事
案
が
山
積

み
さ
れ
て
お
り
、
見
直
し
が
必

要
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
財
政
危
機
に
対

す
る
財
政
全
般
に
わ
た
る
見
直

し
が
全
く
さ
れ
て
い
な
い
。

よ
っ
て
、
本
予
算
案
に
反
対

す
る
。

賛成

概ね町民ニーズに

応える予算である。

各
事
業
の
選
択
に
つ
い
て
優

先
順
位
の
疑
問
は
残
る
が
、
第

4
次
総
合
計
画
の
ス
タ
ー
ト
に

向
け
、
保
健
、
福
祉
を
中
心
に

ソ
フ
ト
部
門
の
充
実
な
ど
、
制

度
基
盤
の
整
備
を
進
め
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

ま
た
先
行
き
の
見
え
な
い
と

い
わ
れ
る
農
業
振
興
に
つ
い
て

は
、
国
、
道
の
振
興
策
と
歩
調

を
合
わ
せ
た
も
の
の
ほ
か
、
わ

ず
か
で
は
あ
る
が
独
自
の
振
興

策
に
つ
い
て
の
取
組
み
を
は
じ

め
、
厳
し
さ
の
増
す
農
業
を
守

ろ
う
と
す
る
姿
勢
も
感
じ
る
。

生
活
基
盤
整
備
や
産
業
振
興

対
策
な
ど
多
く
は
継
続
事
業
に

と
ど
ま
り
、
現
状
を
打
破
し
よ

う
と
す
る
気
迫
に
欠
け
る
点
は

事
実
で
あ
る
。

し
か
し
、
財
源
確
保
の
難
し

さ
や
経
常
経
費
の
増
高
な
ど
を

考
え
る
と
本
予
算
案
は
町
民
全

員
の
方
に
満
足
し
て
い
た
だ
け

る
予
算
と
は
い
え
な
い
が
、
概

ね
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
予

算
案
と
考
え
、
効
率
的
な
執
行

に
よ
り
、
住
民
福
祉
に
寄
与
す

る
も
の
と
確
信
し
て
賛
成
す
る
。

療養型病床群導入に伴い

堅実な病院運営を
7項目の審査意見を付し可決

優先順位、緊急度

の精度を高めよ

施策の決定に関し優先順
位、緊急度の精度を高め関
連事業の有機的な連携によ
り、効率的な財政運営を進
められたい。

経常経費の節減

に努力せよ

税及び使用料などの収納

向上はもとより、固定化さ

れた補助金
の精査など
経常経費の
節減を。

医療・福祉・保健

の連携を強化

町立病院を核とし、医療
・福祉・保健の連携を強化
し、一体的

な取組みに

努力せよ。

人材育成に

配慮

青少年の健全育成につい
ては、次代を担う人材の育
戌に配慮し、

一層の推進
を図られた

い。

土づくり施策

の展開を！

下水道汚泥などを含む町
内の資源を活用し良質な堆
肥の生産供給と利用体制の
整備を図られたい。

また緑肥等による土づく
り施策の展開を。

地元事業者の

受注機会拡充を

公共事業の発注は分離分
割発注等により、地元事業
者の受注機

会の拡充を

図られたい。

堅実な

病院運営を

療養型病床群の導入に伴
い、運営体制の変化に応じ
た関係職員の意識改革を図
り、堅実な病院運営に一層
努力されたい。



執行方針を
問う

3月5日に町長と教育長から新年度の執行方針が述べられ、
これに対して6議員が質疑を行いました。

広
域
行
政
と
市
町
村

合
併
の
考
え
方
は

問
　
今
後
、
広
域
行
政
に
つ
い

て
は
介
護
保
険
、
ゴ
ミ
処
理
、

観
光
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、

取
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

ま
た
、
市
町
村
合
併
に
つ
い

て
の
考
え
方
は
。

町
長
　
広
域
行
政
に
つ
い
て
は

現
在
も
串
内
、
消
防
等
実
施
し

て
い
る
が
、
今
度
に
お
い
て
も

有
益
性
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て

は
対
応
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
市
町
村
合
併
に
つ
い

て
は
種
々
難
し
い
問
題
も
あ
り
、

将
来
的
な
問
題
で
あ
る
。

若
い
世
代
の
雇
用

の
場
の
確
保
は

問
　
本
町
は
高
校
を
抱
え
る
町

と
し
て
、
若
い
世
代
の
雇
用
の

堤
の
確
保
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

町
長
　
第
4
次
総
会
計
画
に
基

づ
き
本
町
に
定
住
し
て
い
け
る

よ
う
な
町
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
。

2
1
世
紀
に
向
け
た
特

色
あ
る
町
づ
く
り
は

問
　
平
成
1
0
年
度
の
執
行
方
針

と
比
較
し
て
も
か
わ
り
ば
え
な

く
総
花
的
で
美
辞
麗
句
を
並
べ

た
だ
け
に
な
っ
て
い
る
。
2
1
世

紀
に
向
け
た
特
色
あ
る
町
づ
く

り
が
必
要
で
な
い
か
。

町
長
　
第
4
次
総
合
計
画
の
4

つ
の
柱
を
基
本
に
し
て
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
に
お
い
て
重
要
性
を

鑑
み
新
年
度
予
算
の
対
応
を
し

た
。
2
1
世
紀
に
向
け
、
町
民
が

住
ん
で
て
よ
か
っ
た
と
思
う
町

づ
く
り
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

起
業
家
育
成
の

考
え
方
は

問
　
町
に
お
い
て
起
業
家
を
育

成
し
町
の
発
展
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
る
が
。

町
長
　
起
業
家
の
育
成
は
活
力

あ
る
町
づ
く
り
と
し
て
、
第
4

次
総
合
計
画
で
も
位
置
付
け
で

い
る
。現

行
の
企
業
振
興
措
置
条
例

の
見
直
し
を
し
て
早
期
に
対
応

を
図
り
た
い
。

青
少
年
教
育
につ

い
て

問
　
青
少
年
犯
罪
の
低
年
齢
化

が
進
ん
で
い
る
が
、
本
町
に
お

い
て
青
少
年
教
育
の
方
針
は
。

ま
た
、
先
般
行
わ
れ
た
成
人

式
に
つ
い
て
問
題
が
あ
っ
た
が
、

今
後
の
成
人
式
の
在
り
方
は
。

教
育
長
　
青
少
年
問
題
に
つ
い

て
は
家
庭
、
学
校
、
社
会
が
一

体
と
な
っ
て
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
お

り
、
「
青
少
年
健
全
育
成
を
す
す

め
る
会
」
を
中
心
と
し
て
努
力

し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
成
人
式
に
つ
い
て
は

今
後
関
係
者
と
協
議
し
て
適
切

な
成
人
式
と
な
る
よ
う
に
努
力

し
て
い
き
た
い
。

農
業
、
商
工
業
の

対
策
は

問
　
農
業
に
つ
い
て
、
土
づ
く

り
や
農
地
の
流
動
化
対
策
の
考

え
方
は
。
ま
た
商
工
業
の
活
性

化
の
問
題
は
ど
う
考
え
て
る
か
。

町
長
　
農
業
に
つ
い
て
は
農
業

振
興
計
画
に
基
づ
き
、
各
関
係

機
関
の
協
力
を
受
け
、
経
営
基

盤
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

商
工
業
に
つ
い
て
は
現
在
、

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を

策
定
中
で
あ
り
、
地
域
等
の
意

見
を
聞
い
て
本
町
の
財
政
に
見

合
っ
た
街
並
み
づ
く
り
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

今
後
に
お
い
て
は
、
農
、
商

工
業
と
も
ソ
フ
ト
事
業
重
視
の

施
策
を
進
め
て
い
き
た
い
。



課設置条例改正に伴い

「
上
富
良
野
町
議
会
委
員
会

条
例
」
の
一
部
を
改
正
し
ま
し

た
。こ

れ
は
上
富
良
野
町
課
設
置

条
例
の
改
正
に
よ
り
課
の
統
廃

合
等
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。

常
任
委
員
会
は
、
議
会
の
予

備
的
審
査
機
関
と
し
て
議
案
等

を
審
査
す
る
権
限
を
持
っ
て
い

ま
す
。な

お
改
正
後
の
役
場
組
織
図

に
つ
い
て
は
、
広
報
か
み
ふ
ら

の
3
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

■
常
任
委
員
会
の
名
称
、
委
員
定
数
及
び
そ
の
所
管

＊
太
字
は
今
回
改
正
分

産

業

建

設

常
任
委
員
会

教

育

民

生

常
任
委
員
会

総

務

常
任
委
員
会

委
員
会
名

7
人

6
人

7
人

農
業
振
興
譲
、
道
路
河
川

、
商
工
観
光
ま
ち
づ
く
り

課
及
び
農
業
委
員
会
に
関
す
る
事
項

町
民
生
活
課
、
保
健
福
祉
課
、
町
立
病
院
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
及
び
教
育
委
員
会
に
関
す
る
事
項

総
務

、
企
画
調
整
課
、
税
務

、
選
挙
管
理
委
員
会
、

固
定
資
産
審
査
委
員
会
、
及
び
監
査
委
員
会
に
関
す
る

事
項
並
び
に
他
の
委
員
会
の
所
管
に
属
し
な
い
事
項

所

管

保
健
福
祉
施
設

整
備
基
金
条
例
可
決

「
上
富
良
野
町
保
健
福
祉
施

設
整
備
基
金
条
例
」
を
原
案
通

り
可
決
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
第
4
次
総
合
計
画
の

中
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
施

設
で
あ
り
、
複
合
的
機
能
を
持

つ
保
健
、
福
祉
の
拠
点
と
し
て

の
『
保
健
福
祉
施
設
』
建
設
に

む
け
て
の
目
的
基
金
を
設
置
す

る
こ
と
に
よ
り
、
財
源
の
一
部

に
充
て
る
と
共
に
計
画
を
明
確

化
し
た
も
の
で
す
。

質
疑
か
ら

建
設
年
次
、
総
事
業
費
は
。

問
　
施
設
の
建
設
年
次
の
目
処

は
。
ま
た
、
総
事
業
費
は
ど
の

程
度
か
。
積
立
額
は
最
高
い
く

ら
位
積
み
立
て
る
の
か
。

企
画
課
長
　
平
成
1
1
年
度
に
お

い
て
規
模
、
事
業
費
等
の
計
画

を
精
査
、
調
整
を
図
り
、
な
る

べ
く
早
い
時
期
に
実
施
し
た
い
。

総
務
課
長
　
積
立
額
に
つ
い
て

は
事
業
規
模
等
が
明
確
に
な
っ

た
時
点
で
決
め
て
い
き
た
い
。

人権擁護委員

佐藤操氏の
再任を同意

人
権
擁
護
委
員
に
佐
藤
操
氏

を
再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。本

町
の
人
権
擁
護
委
員
3
名

の
う
ち
、
同
氏
の
任
期
が
平
成

1
1
年
7
月
3
1
日
で
満
了
と
な
る

た
め
、
町
長
か
ら
再
任
の
同
意

を
求
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

町
長
は
住
民
の
中
か
ら
広
く

社
会
の
実
情
に
通
じ
、
人
権
擁

護
に
理
解
の
あ
る
も
の
を
、
議

会
の
意
見
を
聞
い
て
法
務
大
臣

に
推
薦
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

■
略
　
歴

佐
藤
操
氏
（
さ
と
う
・
み
さ
お
）

昭
和
2
5
年
陸
上
自
衛
隊
に
入
隊
、

昭
和
5
6
年
退
職
後
、
上
富
良
野

町
交
通
安
全
推
進
員
、
社
会
福

祉
協
議
会
事
務
局
長
を
歴
任
し

昭
和
5
9
年
よ
り
人
権
擁
護
委
員

を
務
め
て
い
る
。

昭
和
5
年
3
月
2
0
日
生
ま
れ
。

新
町
1
丁
目
在
住
。



梨澤議員

Q
、
成
人
者
に
「
君
が
代
」
の
歌
詞
カ
ー
ド
を

A
、
一
つ
の
案
と
し
て
検
討
し
た
い
。

成
人
者
に
「
君
が
代
」
の
歌

詞
カ
ー
ド
を
贈
っ
て
は

問
　
今
年
の
町
成
人
式
は
悪
い

方
で
新
聞
報
道
に
取
り
上
げ
ら

れ
る
情
け
な
い
状
況
、
ま
る
で

テ
レ
ビ
の
中
の
乱
暴
狼
籍
を
見

て
い
る
が
如
き
有
様
、
こ
の
件

に
つ
い
て
は
町
民
の
皆
さ
ん
も

大
変
関
心
を
持
っ
て
い
る
と
こ

ろ
反
省
と
改
善
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。
ま
た
国
歌
「
君
が
代
」

を
歌
う
環
境
が
で
き
て
い
な
い
。

あ
る
新
聞
投
稿
記
事
を
み
る
と

ス
ペ
イ
ン
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先

で
日
本
の
国
歌
を
要
望
さ
れ
「
君

が
代
」
を
歌
う
こ
と
が
で
き
ず

恥
ず
か
し
い
思
い
を
し
た
と
い

う
女
子
大
生
が
い
た
。
ま
た
、

町
内
の
学
校
の
卒
業
式
で
は
式

典
開
始
と
共
に
教
職
員
の
「
君

が
代
」
無
視
。
こ
れ
は
暴
力
で

は
な
い
が
成
人
式
の
無
頼
状
況

と
何
等
変
わ
ら
な
い
。
教
育
者

と
し
て
そ
れ
で
良
い
の
か
と
言

い
た
い
。
話
は
変
わ
る
が
1
月

決
算
委
員
会
の
上
富
良
野
町
労

働
者
団
体
へ
の
町
補
助
決
算
報

告
書
を
見
る
と
相
変
わ
ら
ず
教

職
員
が
そ
の
構
成
員
と
な
っ
て

い
る
が
、
教
育
者
は
信
念
を
も

っ
て
教
育
に
徹
せ
よ
と
言
い
た

い
。
そ
こ
で
無
理
な
く
国
歌
「
君

が
代
」
を
歌
い
覚
え
る
社
会
教

育
の
一
手
段
と
し
て
君
が
代
の

歌
詞
カ
ー
ド
を
成
人
者
に
贈
っ

て
は
い
か
が
か
。

教
育
長
　
こ
の
度
の
不
祥
事
に

つ
い
て
は
主
催
者
と
し
て
大
変

申
し
訳
な
く
心
か
ら
お
詫
び
し

た
い
。
今
後
に
つ
い
て
は
成
人

式
の
意
義
を
十
分
理
解
し
、
意

義
あ
る
成
人
式
に
な
る
よ
う
努

力
し
た
い
。
ま
た
君
が
代
の
歌

詞
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
国
を
愛

す
る
と
い
う
こ
と
で
理
解
を
頂

き
な
が
ら
一
つ
の
案
と
し
て
今

後
検
討
し
た
い
。

長
期
的
な
躇
切
対
策
は

問
　
今
年
の
町
へ
の
観
光
客
数

は
百
万
人
が
め
ど
か
と
思
う
が

施
設
、
道
路
が
よ
く
な
っ
て
も

踏
切
が
ネ
ッ
ク
と
な
り
渋
滞
が

予
測
さ
れ
る
。
長
期
的
に
踏
切

対
策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

町
長
　
現
在
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
を
策
定
中
で
あ
り
今

年
度
完
成
す
る
。
こ
れ
に
よ
り

町
道
の
整
備
に
合
わ
せ
て
、
道
路

管
理
者
で
あ
る
土
木
現
業
所
に

整
備
促
進
に
つ
い
て
要
望
す
る
。

招
魂
祭
の
場
所
の
変
更
は
必

要
か

問
　
町
は
招
魂
祭
の
本
旨
を
ど

の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い
る
か
。

ま
た
式
典
の
名
称
、
場
所
の
変

更
は
あ
る
の
か
。
私
は
先
人
が

定
め
た
大
切
な
歴
史
の
ペ
ー
ジ

は
守
っ
て
い
く
べ
き
と
考
え
て

い
る
。
さ
ら
に
駐
屯
地
か
ら
貴

重
な
寄
付
を
受
け
て
い
な
が
ら

招
魂
祭
検
討
委
員
会
へ
の
参
加

は
呼
び
か
け
て
い
る
の
か
。

町
長
　
招
魂
祭
は
過
去
の
戦
争

に
お
け
る
戦
没
者
に
対
し
霊
を

慰
め
哀
悼
の
意
を
捧
げ
る
こ
と

に
よ
り
平
和
の
誓
い
を
新
た
に

す
る
こ
と
に
あ
る
。
場
所
と
名

称
に
つ
い
て
は
現
在
検
討
中
で

あ
る
。
桧
討
委
員
会
に
駐
屯
地

代
表
は
入
っ
て
い
る
。

差
別
的
規
則
改
正
は
認
め
ら

れ
な
い

問
　
平
成
1
0
年
度
駐
屯
地
O
B

2
名
の
方
が
叙
勲
に
浴
く
し
て

い
る
が
報
奨
金
が
出
て
い
な
い
。

監
査
委
員
は
こ
れ
を
質
し
て
い

る
か
。

監
査
委
員
　
こ
の
規
則
改
正
に

つ
い
て
は
執
行
権
と
の
関
係
も

あ
り
関
与
す
る
権
限
は
な
い
。

再
質
問
　
町
民
か
ら
等
し
く
税

金
を
と
る
の
で
あ
れ
ば
等
し
く

処
遇
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
何

故
こ
の
よ
う
な
差
別
的
規
則
改

正
を
す
る
の
か
。

町
長
　
従
来
は
町
民
す
べ
て
を

対
象
と
し
て
い
た
が
平
成
1
0
年

か
ら
町
か
ら
具
申
し
た
以
外
は

報
奨
金
対
象
か
ら
除
外
し
た
。

再
々
質
問
　
町
民
と
し
て
等
し

く
納
税
を
し
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
等
し
く
お
祝
い
し
て
当
然
で

は
な
い
か
。

町
長
　
町
で
手
続
き
し
た
以
外

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
で
対
応

し
て
ほ
し
い
。



小野忠議員

Q
、
外
部
監
査
制
度
の
導
入
を
′

A
、
他
市
町
村
の
動
向
を
見
据
え
検
討
す
る
。

外
部
監
査
人
導
入
の
条
例
を

制
定
す
る
の
か

問
　
外
部
監
査
制
度
導
入
に
つ

い
て
、
地
方
分
権
の
推
進
に
対

応
し
た
地
方
公
共
団
体
の
体
制

の
整
備
及
び
適
正
な
予
算
執
行

の
確
保
を
図
る
観
点
か
ら
、
自

治
法
の
改
正
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

監
査
事
務
局
を
設
置
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
町
長
と
し
て
は
法

改
正
に
伴
い
外
部
監
香
制
度
の

導
入
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考

え
を
持
っ
て
い
る
の
か
伺
い
た

い
。

町
長
　
町
で
は
こ
の
改
正
を
受

け
て
平
成
1
0
年
3
月
の
定
例
議

会
に
監
査
委
員
条
例
の
全
面
改

正
を
提
案
し
、
必
要
な
条
例
整

備
を
図
り
監
査
委
員
事
務
局
の

設
置
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

再
質
問
　
専
任
職
員
を
配
置
す

べ
き
で
は
な
い
か
伺
い
た
い
。

町
長
　
監
査
委
員
制
度
の
充
実
、

整
備
、
監
査
実
施
体
制
の
整
備

強
化
を
図
る
こ
と
は
監
査
体
制

に
万
全
を
期
し
、
町
行
政
に
対

す
る
町
民
の
信
頼
を
得
る
上
か

ら
も
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
受

け
と
め
て
い
る
が
、
行
政
改
革

の
時
代
で
も
あ
り
行
政
組
織
の

簡
素
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
状

況
か
ら
専
任
職
員
の
配
置
に
つ

き
ま
し
て
は
今
後
の
検
討
の
課

題
と
し
た
い
。

再
々
質
問
　
外
部
監
査
導
入
条

例
制
定
は
考
え
て
い
る
か
伺
い

た
い
。

町
長
　
町
と
し
て
も
今
直
ち
に

条
例
を
制
定
し
外
部
監
査
を
導

入
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い

が
、
今
後
他
市
町
村
の
動
向
な

ど
を
見
据
え
な
が
ら
、
さ
ら
に

導
入
の
可
否
に
つ
き
ま
し
て
も

検
討
を
進
め
て
参
り
た
い
と
考

え
て
い
る
の
で
御
理
解
を
賜
わ

り
た
い
。

監
査
の
執
行
状
況
は

問
　
監
査
委
員
に
監
査
の
執
行

状
況
を
伺
い
た
い
。

監
査
委
員
　
平
成
1
0
年
2
月
末

日
現
在
の
状
況
は
例
月
現
金
出

納
検
査
は
2
2
日
、
定
期
監
査
7

日
、
基
金
運
用
状
況
審
査
1
日

出
資
団
体
監
査
1
日
、
決
算
審

査
2
4
日
、
合
わ
せ
て
5
5
日
間
で

あ
る
。
平
成
9
年
度
の
監
査
所

要
目
数
は
5
4
日
間
で
あ
る
。
3

月
実
施
予
定
分
を
含
め
る
と
3

日
間
ほ
ど
監
査
日
数
が
多
く
な

っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

再
質
問
　
監
査
委
員
の
職
務
権

限
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

監
査
委
員
　
監
査
委
員
の
職
務

権
限
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
方

分
権
推
進
あ
る
い
は
行
政
情
報

の
公
開
と
言
っ
た
流
れ
の
中
で
、

監
査
委
員
の
果
た
す
べ
き
役
割

は
誠
に
大
き
な
も
の
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
議
会
を
は
じ

め
町
民
の
方
々
の
期
待
に
十
分

添
え
る
よ
う
に
監
査
の
執
行
に

努
め
て
参
り
た
い
の
で
御
理
解

を
頂
き
た
い
。

再
々
質
問
　
監
査
委
員
の
職
務

権
限
を
拡
大
し
て
頂
き
た
い
。

先
般
、
平
成
9
年
度
決
算
特
別

委
員
会
に
お
い
て
指
摘
し
た
事

項
に
つ
い
て
も
町
民
の
方
々
が

監
査
に
疑
問
を
持
っ
て
い
る
。

今
後
徹
底
し
た
監
査
の
執
行
に

あ
た
っ
て
頂
き
た
い
と
思
う
。

監
査
委
員
の
意
志
を
お
聞
か
せ

頂
き
た
い
。

監
査
委
員
　
監
査
委
員
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
与
え
ら
れ
た
職

責
を
完
全
に
果
た
す
よ
う
全
力

を
上
げ
て
努
力
す
る
。



清水議員

Q
、
少
子
化
と
児
童
育
成
対
策
は

A
、
環
境
整
備
を
し
、
対
応
し
て
い
く
。

少
子
化
と
児
童
育
成
対
策
に

つ
い
て

問
　
子
供
た
ち
が
明
る
く
伸
び

伸
び
と
健
や
か
に
育
つ
社
会
環

境
作
り
を
最
大
の
重
点
課
題
と

し
て
、
行
政
が
中
心
に
と
な
り

取
り
組
む
こ
と
が
、
よ
り
良
い

未
来
を
切
り
開
く
こ
と
で
あ
り
、

町
長
が
町
政
執
行
方
針
で
述
べ

ら
れ
た
重
点
目
標
達
成
の
基
本

で
あ
る
と
私
は
考
え
る
。

安
心
し
て
子
を
つ
く
り
育
て

ら
れ
る
環
境
・
奨
励
策
・
保
育

施
設
の
充
実
・
保
育
料
の
助
成

・
児
童
育
成
等
々
に
つ
い
て
の

施
策
を
具
体
的
に
伺
い
た
い
。

町
長
　
少
子
化
現
象
が
も
た
ら

す
問
題
解
決
は
若
者
が
定
住
で

き
る
環
境
整
備
が
行
政
課
題
と

認
識
し
て
お
り
、
地
場
産
菜
の

育
成
、
女
性
が
働
き
続
け
る
こ

と
の
で
き
る
よ
う
な
環
境
整
備
、

定
住
化
の
促
進
、
子
供
た
ち
が

健
や
か
に
育
つ
環
境
作
り
を
目

指
し
、
連
携
を
図
り
、
各
種
の

事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

国
が
保
育
所
の
許
認
可
の
融

和
等
々
の
施
策
を
検
討
中
で
あ

り
、
今
後
十
分
検
討
を
加
え
対

応
し
て
い
く
。
保
育
料
は
国
の

基
準
よ
り
も
軽
減
化
し
た
保
育

料
を
設
定
し
て
い
る
。

児
童
育
成
団
体
の
育
成
及
び

学
校
教
育
に
つ
い
て

問
　
心
の
教
育
の
大
切
さ
を
問

わ
れ
て
い
る
今
日
、
児
童
育
成

関
係
団
体
の
果
た
す
役
割
は
重

要
で
あ
る
。
行
政
と
し
て
の
援

助
育
成
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

ま
た
、
学
校
管
理
者
と
一
般

教
職
員
と
の
問
題
点
・
不
登
校

・
い
じ
め
・
非
行
・
学
級
崩
壊

等
々
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て

の
所
信
を
伺
い
た
い
。

教
育
長
　
家
庭
・
学
校
・
地
域

社
会
が
よ
り
緊
密
な
連
携
を
図

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た

す
よ
う
、
き
め
細
や
か
な
施
策

を
継
続
推
進
し
、
子
供
会
や
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
の
活
動
を

積
極
的
に
支
援
し
、
施
策
の
充

実
を
図
り
、
前
向
き
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

ま
た
、
学
校
内
問
題
に
つ
い

て
、
今
後
、
校
長
と
教
職
員
の

信
頼
関
係
を
よ
り
密
に
し
、
職

員
間
の
活
性
が
図
ら
れ
る
よ
う

教
職
員
の
理
解
を
得
な
が
ら
、

改
善
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。

再
質
問
　
学
校
教
育
に
何
故
、

国
旗
を
掲
揚
し
国
歌
を
斉
唱
す

る
の
が
駄
目
な
の
か
、
教
育
長

は
教
育
執
行
方
針
で
『
教
職
員

は
そ
の
役
割
と
使
命
を
深
く
認

識
す
べ
き
」
と
し
て
い
る
が
、

今
後
、
ど
の
よ
う
に
改
善
指
導

さ
れ
る
の
か
伺
い
た
い
。

教
育
長
　
学
校
の
内
在
す
る
問

題
は
、
管
理
者
で
あ
る
校
長
と

教
職
員
の
相
互
理
解
を
し
た
中

で
職
員
間
の
活
性
化
を
図
っ
て

頂
き
た
い
と
常
に
申
し
て
い
る
。

課
題
に
つ
い
て
今
後
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

再
々
質
問
　
児
童
育
成
問
題
に

つ
い
て
政
府
は
『
禍
根
は
許
さ

れ
な
い
。
国
家
百
年
の
大
計
で

あ
る
。
』
と
し
て
お
り
、
行
政
の

中
心
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

あ
り
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
頂

き
た
い
。

全
国
小
中
学
校
教
師
研
修
会

で
学
級
崩
壊
が
問
題
に
な
っ
た

が
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
お
ら

れ
る
か
伺
い
た
い
。

教
育
長
　
本
町
の
現
状
で
は
学

級
崩
壊
は
な
い
。
全
図
的
な
統

計
の
中
で
、
い
つ
そ
う
い
う
様

な
事
態
が
発
生
す
る
と
も
限
ら

な
い
。
学
校
現
場
と
連
絡
を
密

に
し
な
が
ら
対
応
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

問
　
国
道
2
3
7
号
線
西
1
1
線
の
連

続
す
る
S
カ
ー
ブ
地
点
は
8
名

の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
た
欠
陥

路
線
で
あ
り
改
良
が
必
要
で
あ

る
。ま

た
、
バ
イ
パ
ス
J
R
跨
線

橋
周
辺
の
安
全
対
策
等
々
に
つ

い
て
、
昨
年
6
月
と
9
月
の
定

例
議
会
で
質
問
し
た
が
、
そ
の

後
の
経
過
と
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
の
所
信
を
伺
い
た
い
。

町
長
　
開
発
局
等
に
対
し
、
整

備
に
つ
い
て
要
望
を
行
っ
て
お

り
、
S
カ
ー
プ
の
改
良
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
そ
の
実
現
に

向
け
て
要
望
し
て
い
く
。



米沢議員

Q
、
町
独
自
の
3
0
人
学
級
の
実
現
を

A
、
国
、
道
へ
早
期
実
現
を
働
き
か
け
た
い
。

3
0
人
学
級
の
実
現
を

問
　
子
供
た
ち
の
学
習
意
欲
や

自
立
を
促
す
環
境
作
り
の
た
め

に
も
3
0
入
学
後
が
必
要
で
は
。

教
育
長
　
共
鳴
す
る
部
分
も
あ

る
が
、
町
独
自
で
は
時
間
が
必

要
で
あ
る
。
国
、
道
へ
早
期
実

現
を
図
る
よ
う
働
き
か
け
た
い
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
育
成
講
座

の
開
催
を

問
　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
育
成

講
座
を
開
催
す
る
な
ど
を
し
て
、

介
護
体
制
の
強
化
を
し
て
は
。

町
長
　
在
宅
福
祉
制
度
の
中
で
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
果
た
す
役

割
は
非
常
に
大
き
な
も
の
が
あ

り
、
町
独
自
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
養
成
講
習
会
の
開
催
が
で
き

な
い
か
検
討
を
進
め
て
い
る
。

痴
呆
・
寝
た
き
り
老
人
に
対

す
る
予
防
対
策
を

問
　
地
域
の
会
館
を
利
用
し
た

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す

る
な
ど
し
、
痴
呆
性
・
寝
た
き

り
老
人
を
少
な
く
す
る
予
防
医

療
対
策
が
必
要
で
は
。

町
長
　
新
寝
た
き
り
老
人
ゼ
ロ

作
戦
事
業
を
行
い
、
ホ
リ
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
、
地
域
の
公
共
施
設

を
利
用
し
た
サ
テ
ラ
イ
ト
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
新
し
い
事
業
に
も

1
1
年
度
か
ら
取
り
組
む
よ
う
計

画
し
て
い
る
。

介
護
用
品
補
助
制
度
の
周
知

徹
底
を

問
　
介
護
用
品
購
入
時
の
補
助

制
度
の
内
容
や
指
定
店
が
わ
か

ら
な
い
と
の
声
が
あ
る
が
今
後

の
対
応
は
。

町
長
　
老
人
日
常
生
活
用
具
給

付
事
業
と
し
て
、
特
殊
寝
台
、

車
い
す
、
移
動
用
リ
フ
ト
な
ど

の
給
付
制
度
が
あ
る
。

再
質
問
　
介
護
用
品
取
扱
店
の

育
成
も
大
切
で
は
。

町
長
　
在
宅
介
護
支
接
セ
ン
タ

ー
の
中
で
福
祉
用
具
を
展
示
す

る
な
ど
対
応
を
し
た
い
。

福
祉
水
準
を
維
持
・
発
展
さ

せ
る
福
祉
制
度
を

問
　
現
在
無
料
で
貸
与
さ
れ
て

い
る
福
祉
用
具
も
利
用
者
負
担

と
な
る
が
、
別
枠
で
福
祉
制
度

と
し
て
継
続
す
べ
き
で
は
。

町
長
　
町
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
に

お
い
て
も
利
用
者
負
担
の
均
衡

を
図
る
う
え
か
ら
も
、
な
に
が

し
の
御
負
担
を
頂
か
な
け
れ
ば

と
考
え
て
る
。

再
質
問
　
生
活
保
護
費
の
受
給

額
を
下
回
っ
て
生
活
し
て
い
る

年
金
受
給
者
も
多
く
、
負
担
軽

減
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

町
長
　
介
護
保
険
計
画
あ
る
い

は
老
人
福
祉
計
画
の
中
で
十
分

精
査
し
な
が
ら
要
介
護
認
定
者

と
、
そ
う
で
な
い
方
々
と
の
均

衡
の
あ
る
福
祉
施
策
の
推
進
を

図
っ
て
参
り
た
い
。

医
療
廃
棄
物
処
理
施
設
の
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
対
策
を

問
　
医
療
廃
棄
物
処
理
施
設
の

焼
却
物
の
現
状
と
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

町
長
　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
測
定

は
1
2
ナ
ノ
グ
ラ
ム
で
国
の
基
準

8
0
ナ
ノ
グ
ラ
ム
を
下
回
っ
て
い

る
。
焼
却
物
の
主
な
も
の
は
手

術
用
の
手
袋
、
包
帯
、
ガ
ー
ゼ
、

メ
ス
、
試
験
管
、
注
射
針
な
ど

の
焼
却
を
し
て
お
り
、
信
頼
関

係
を
保
つ
よ
う
要
望
し
た
い
。

再
質
問
　
現
状
で
は
安
全
基
準

が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
国
も
将

来
0
.
0
1
ナ
ノ
グ
ラ
ム
に
す
る
と
し

て
お
り
抑
制
策
を
相
手
方
と
も

話
合
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

町
長
　
国
も
基
準
の
見
直
し
を

検
討
し
て
お
り
、
国
の
基
準
が

変
わ
れ
ば
国
の
基
準
に
対
応
で

き
る
施
設
の
運
営
を
し
て
頂
く

よ
う
町
と
し
て
も
対
応
し
た
い
。

子
育
て
支
援
を

問
　
若
者
の
定
住
化
対
策
と
し

て
も
、
子
育
て
に
児
童
手
当
の

支
援
を
検
討
す
る
と
答
弁
し
て

い
た
が
対
応
は
。

町
長
　
町
独
自
の
児
童
手
当
に

つ
い
て
は
有
効
な
少
子
化
対
策

の
一
つ
と
認
識
し
て
お
り
、
引

き
続
き
検
討
し
た
い
。

再
質
問
　
本
当
に
町
長
が
定
住

化
対
策
と
し
て
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
い
つ
ま

で
に
実
施
す
る
の
か
明
確
に
。

町
長
　
総
合
計
画
の
中
で
定
住

化
対
策
と
い
う
こ
と
を
基
本
に

検
討
し
た
い
。

日
米
防
衛
協
力
に
よ
る
自
治

体
の
義
務
は

間
　
給
水
、
病
院
へ
の
患
者
受

入
れ
な
ど
の
協
力
義
務
が
あ
る

の
で
は
。

町
長
　
内
容
は
審
議
中
で
あ
り
、

支
援
協
力
で
き
る
も
の
は
協
力

し
た
い
。



Q
、
行
政
改
革
及
び
機
構
改
革
に
つ
い
て

A
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を
図
る
。

行
政
改
革
及
び
機
構
改
革
に

つ
い
て

問
　
課
を
減
ら
し
て
ど
れ
だ
け

の
経
費
節
減
に
な
る
の
か
。

町
長
　
私
と
し
て
は
行
政
改
革

の
主
な
課
題
は
、
簡
素
で
効
率

的
な
運
営
を
図
る
組
織
づ
く
り

と
い
う
こ
と
を
基
本
的
に
、
大

課
制
を
も
っ
て
対
応
し
て
い
く
。

今
、
係
員
を
課
付
け
に
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
横
断
的
な
課
内

の
作
業
に
対
応
し
、
固
定
事
務

事
業
だ
け
を
処
埋
す
る
こ
と
で

な
く
、
課
内
の
業
務
を
横
断
的

に
対
応
し
、
こ
れ
か
ら
の
地
方

分
権
あ
る
い
は
福
祉
行
政
等
々

の
対
応
を
し
て
参
り
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

再
質
問
　
現
在
残
業
手
当
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。

総
務
課
長
　
平
成
1
0
年
度
の
予

算
額
で
は
、
5
千
6
3
8
万
円
の
計

上
。
そ
の
中
で
選
挙
に
関
す
る

も
の
が
3
0
8
万
円
。
こ
れ
を
除
く

5
千
3
0
0
万
円
に
対
し
て
、
そ
の

う
ち
の
8
8
％
を
総
枠
と
し
て
各

課
に
割
当
て
を
し
、
時
間
外
手

当
の
抑
制
を
図
っ
て
い
る
。
今

回
は
除
排
雪
の
関
係
で
伸
び
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

除
排
雪
体
制
に
つ
い
て

問
　
本
年
は
非
常
に
雪
が
多
く

大
変
だ
と
思
う
が
、
役
場
内
の

組
織
が
複
雑
で
あ
る
。
例
え
ば

住
民
が
町
民
課
に
お
願
い
し
て
、

民
生
委
員
に
い
き
、
又
町
民
課

に
戻
っ
て
、
そ
し
て
社
会
福
祉

協
議
会
に
い
き
高
齢
者
事
業
団

に
お
願
い
す
る
と
い
う
様
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て

ど
う
思
う
か
。

町
長
　
基
本
的
に
民
有
地
に
つ

い
て
は
各
自
で
除
排
雪
を
お
願

い
し
て
い
る
が
、
除
排
雪
弱
者

が
非
常
に
多
く
、
又
お
年
寄
り

等
の
家
庭
等
の
対
応
は
、
民
生

委
員
に
調
整
を
お
願
い
し
、
社

会
福
祉
協
議
会
の
中
で
対
応
し

て
い
る
。

今
後
機
構
改
革
の
中
で
対
応

し
、
た
ら
い
回
し
に
な
ら
な
い

よ
う
案
内
窓
口
的
な
も
の
を
設

置
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

一
般
廃
棄
物
に
つ
い
て

問
　
一
般
廃
棄
物
に
つ
い
て
だ

が
1
市
3
町
1
村
で
、
1
市
町

村
は
1
施
設
と
い
う
こ
と
で
対

応
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
上
富
の
場
合
は
破
砕

処
理
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
我
町
で
は
到
底
処
理
が

出
来
な
い
と
思
わ
れ
る
が
ど
う

か
。

町
長
　
我
町
に
お
い
て
は
、
大

型
破
砕
機
の
設
置
を
し
た
こ
と

か
ら
、
広
域
の
粗
大
ゴ
ミ
を
我

町
で
の
対
応
を
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
現
施
設
の
能
力
の

範
囲
で
は
対
応
能
力
的
に
難
し

い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
各
自
治

体
に
お
い
て
粗
大
ゴ
ミ
等
の
減

量
化
策
を
広
域
的
に
話
し
合
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

仲島議員



3月定例会では、町民の方々が傍聴きれました。
日頃、議会活動を見る機会があまりない中で、代表して感想を紹介します。

議会傍聴

錦
町
　
松
原
　
長
吉
さ
ん

立
会
演
説
会の

実
施
を

執
行
機
関
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
が
議
員

で
あ
り
、
そ
の
議
員
を
監
査
す
る
の
が
町

民
で
あ
る
。

毎
度
い
わ
れ
て
い
て
実
施
し
な
い
の
が

立
会
演
説
会
で
あ
る
。

こ
れ
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
町
の
代

表
者
に
ふ
さ
わ
し
い
人
を
見
極
め
る
の
に

最
高
で
あ
り
、
新
人
も
旧
人
も
負
け
な
い

論
戦
を
期
待
し
た
い
。

多
数
の
意
見
を
き
き
、
町
の
代
表
者
と

し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
人
を
選
び
た
い
と

考
え
て
い
る
。

宮
町
　
山
岸
　
英
世
さ
ん

開
か
れ
た
議
会
へ

戦
争
で
敗
戦
し
た
国
民
は
新
憲
法
を
定

め
、
主
権
は
国
民
で
あ
る
精
神
は
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。

平
和
な
日
本
と
上
富
良
野
町
を
守
る
た

め
に
も
開
か
れ
た
よ
り
良
き
議
会
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
願
い
、
議
会
を
傍
聴
し
て
の

感
想
と
い
た
し
ま
す
。

1
、
冷
え
込
ん
だ
景
気
と
消
費
生
活
を
ど

の
よ
う
に
立
て
直
す
か
具
体
的
に
議
論
す

る
。

2
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社

会
福
祉
と
教
育
を
具
体
的
に
ど
う
進
め
る

か
。

3
、
永
い
尊
い
歴
史
あ
る
上
富
良
野
の
農

業
は
コ
メ
輸
入
自
由
化
で
町
の
進
め
る
農

政
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
か
。

4
、
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
る
が
、
行
政

は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
提
案
し
、
町

民
が
だ
れ
で
も
わ
か
る
広
報
を
。

5
、
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
町
民
に
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
。

6
、
l
か
ら
5
ま
で
は
時
間
を
か
け
て
具

体
的
に
議
論
し
、
き
ち
ん
と
町
議
会
決
議

と
し
、
広
報
ま
た
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

で
町
民
に
分
か
り
や
す
く
知
ら
せ
る
義
務

が
あ
る
。
ま
た
、
町
の
決
議
を
国
会
に
要

請
要
望
書
と
し
、
提
出
す
る
く
ら
い
の
熱

意
が
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
だ
と
思
う
。

議会の傍聴

お待ちしています

あなたも議会を傍聴してみませんか。

みなさんが選んだ代表が議場でどん

な発言をし、町理事者はどんな政策を

進めようとしているのか、ご自分の目

と耳で確かめてみてはいかがですか。



議会の窓

ゴ
ミ
は
広
域
処
理
の
方
向
に

沿
線
専
門
研
修
会
に
参
加

富
良
野
沿
線
議
長
会
主
催
に
よ
る
専
門
議
員

研
修
会
が
2
月
2
2
日
に
本
町
の
社
会
教
育
総
合

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
富
良
野
沿
線
5
市
町
村
の
総
務
・
教

育
・
民
生
所
管
常
任
委
員
が
参
集
し
て
、
『
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
対
策
及
び
ゴ
ミ
処
理
問
題
に
つ
い
て
』

を
テ
ー
マ
に
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
ゴ
ミ
の
広
域
処
理
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
対
策
に
つ
い
て
な
ど
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

功績を讃えて
3名の議員が各々の団体から

表彰されました

小
野
三
郎
議
員
は
全
道
町
村
議
長
会
よ
り
、

創
立
5
0
周
年
記
念
式
典
で
、
当
会
の
評
議
員
と

し
て
平
成
5
年
よ
り
2
年
間
、
努
め
ら
れ
た
功

績
に
よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

松
田
勝
利
議
員
、
米
沢
義
英
議
員
は
全
国
町

村
議
長
会
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
議
員
活
動
1
5
年
以

上
の
功
績
に
よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

両
議
員
に
つ
い
て
は
昭
和
5
8
年
に
初
当
選
し

て
、
現
在
4
期
目
で
す
。

－
編
集
後
記
－

年
が
明
け
て
か
ら
は
連
日
降
雪
が
続
き
、

歩
道
、
車
道
の
交
通
、
路
肩
の
見
通
し
の
悪

さ
な
ど
町
民
の
皆
さ
ん
も
大
変
で
あ
り
ま
し

た
よ
う
に
、
町
と
し
て
も
除
排
雪
に
は
2
回

の
補
正
予
算
を
組
ん
で
対
応
し
て
き
ま
し
た
。

町
立
病
院
で
は
今
年
の
1
1
月
を
め
ど
に
療

養
型
病
床
群
を
導
入
す
る
予
定
で
あ
り
、
こ

れ
に
よ
り
保
健
、
福
祉
、
医
療
の
一
体
化
が

図
ら
れ
住
民
福
祉
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

例
年
で
す
と
3
月
議
会
終
了
近
く
に
な
る

と
雪
が
ど
ん
ど
ん
溶
け
て
い
く
の
で
す
が
、

今
年
は
い
ま
だ
に
寒
気
は
去
る
気
配
も
な
く
、

農
家
で
は
気
ぜ
わ
し
く
毎
日
が
お
ち
つ
か
ず
、

一
目
も
早
い
土
の
か
お
り
を
ま
ち
わ
び
て
い

ま
す
。ま

た
長
引
く
経
済
の
不
況
が
個
々
は
も
と

よ
り
行
政
に
も
及
ん
で
い
ま
す
が
、
早
期
の

景
気
回
復
を
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
石
川
　
記
）

委
員
長
　
　
西
村
　
昭
教

副
委
員
長
　
　
石
川
　
洋
次

委
　
　
員
　
　
佐
藤
　
政
幸

〃
　
　
　
梨
澤
　
節
三

〃
　
　
　
吉
武
　
敏
彦

〃
　
　
　
小
野
　
　
忠

。


